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（
質
問
の 

一
一
）

答

弁

第

一

一

号 

    

衆
議
院
議
員
勝
間
田
淸
一
君
提
出
小
貝
川
合
流
点
附
替
え
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
一
一
号 

 

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十
九
日 

衆

議

院

議

長 

大 
野 
伴 

睦 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
勝
間
田
淸
一
君
提
出
小
貝
川
合
流
点
附
替
え
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

御
説
の
と
お
り
で
あ
る
。 

二 

衆
議
院
建
設
委
員
会
の
決
議
は
、
小
貝
川
下
流
部
の
附
替
え
が
同
川
治
水
の
根
本
対
策
で
あ
る
か
ら
、
技
術
的
、
経
済 

的
等
の
利
害
得
失
を
検
討
し
、
最
善
と
認
め
ら
れ
る
路
線
を
選
定
し
て
そ
の
促
進
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
旨
と
解
せ 

ら
れ
る
。
従
つ
て
決
議
の
「
現
地
」
と
は
、
前
記
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
最
適
と
認
め
た
路
線
の
関
係
地
域
と
い
う
意
図

と
解
釈
し
て
い
る
。 

三 

小
貝
川
合
流
点
附
替
え
路
線
選
定
の
理
由
に
つ
い
て
質
問
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
回
答
し
て
い
る
ほ
か
、
背 

割
堤
案
決
定
当
時
積
極
的
に
衆
知
徹
底
を
図
る
べ
く
「
小
貝
川
合
流
点
附
替
え
の
理
由
に
つ
い
て
」
及
び
「
路
線
選
定
の
理

由
に
つ
い
て
」
等
の
印
刷
物
を
直
接
町
村
長
に
手
交
し
、
且
つ
、
附
替
え
路
線
記
入
の
図
面
を
提
示
の
上
、
印
刷
物
の
内 

容
を
充
分
説
明
し
て
い
る
。
又
質
問
に
対
す
る
一
括
説
明
の
主
旨
で
「
小
貝
川
合
流
点
附
替
え
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
印
刷

物
を
用
意
し
て
疑
義
が
あ
る
向
へ
は
配
付
す
る
等
衆
知
方
に
つ
き
努
力
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
疑
義
に
対
す 



四 

小
貝
川
合
流
点
附
替
え
路
線
の
選
定
に
あ
た
つ
て
は
、
個
個
の
地
元
の
要
望
等
に
拘
で
い
す
る
こ
と
な
く
純
技
術
的
、 

経
済
的
観
点
を
基
礎
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。 

、

し
か
し
て
小
貝
川
流
末
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
当
初
利
根
川
増
補
計
画
立
案
の
際
、
現
堤
補
強
の
適
否
に
つ
い
て
検
討 

が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
案
で
は
小
貝
川
と
利
根
川
と
の
合
流
点
を
変
更
し
な
い
た
め
、
す
な
わ
ち
合
流
点
が 

布
佐
、
布
川
の
狭
窄
部
の
上
流
に
位
置
す
る
た
め
、
出
水
時
に
お
け
る
小
貝
川
の
水
位
上
昇
は
著
る
し
く
、
そ
の
影
響
は 

合
流
点
よ
り
約
十
七
粁
上
流
岡
堰
附
近
ま
で
に
達
し
、
こ
の
間
の
沿
岸
十
二
箇
町
村
の
低
湿
地
帯
に
お
け
る
排
水
不
良
の 

悩
み
は
解
決
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
堤
防
拡
築
の
た
め
に
は
家
屋
約
二
百
八
十
戸
の
移
転
と
、
約
七
十
八
町
歩
の
工
事 

用
地
の
必
要
を
伴
い
、
又
、
国
鉄
常
磐
本
線
鉄
橋
、
国
道
、
橋
の
杠
上
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
取
り
合
い
路
線
の
嵩
上 

 

げ
、
そ
の
他
多
数
用
排
水
樋
管
の
改
築
等
が
必
要
と
な
り
、
工
事
費
莫
大
と
な
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
犠
牲
の
大
な 

る
に
比
し
改
修
の
効
果
が
こ
れ
に
伴
わ
な
い
た
め
、
現
堤
補
強
案
は
採
用
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
。 

る
質
問
等
に
対
し
て
は
、
書
面
あ
る
い
は
口
頭
を
も
つ
て
必
要
に
応
じ
回
答
又
は
説
明
す
る
考
え
で
あ
る
。 

、 
 

四 

 



五 

昭
和
二
十
七
年
六
月
三
十
日
の
衆
議
院
建
設
委
員
会
に
お
け
る
目
黒
河
川
局
長
の
説
明
は
、
富
永
案
と
背
割
堤
案
と
を 

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
利
根
川
増
補
計
画
に
よ
る
小
貝
川
下
流
部
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
利
根
川
と
の
合
流
点
を
布 

佐
、
布
川
狭
窄
部
の
下
流
に
附
け
替
え
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て
い
わ
ゆ
る
富
永
案
の
捷
水
路
計
画
案
が
た
て
ら
れ
た
の
で 

あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
案
に
よ
れ
ば
、
新
合
流
点
ま
で
の
河
道
開
削
と
両
岸
の
堤
防
構
築
を
必
要
と
す
る
結
果
、
工
事
用 

地
と
し
て
農
耕
地
の
潰
れ
が
大
き
く
、
土
工
量
も
巨
大
と
な
り
、
且
つ
、
豊
田
堰
を
は
じ
め
捷
水
路
を
横
断
す
る
用
排
水 

路
、
道
路
橋
等
多
数
の
附
帯
工
事
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
工
作
物
工
事
は
地
盤
軟
弱
の
た
め
に
施
工
困
難
で
あ
り
、 

工
期
は
必
然
的
に
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。
更
に
工
事
完
成
後
に
お
い
て
は
広
大
な
農
耕
地
の
中
央
を
高
さ
約
七 

米
に
達
す
る
堤
防
が
縦
断
す
る
こ
と
と
な
り
、
約
一
、
五
〇
〇
町
歩
の
袋
地
を
生
じ
、
こ
の
区
域
内
は
地
下
水
が
上
昇
し 

て
排
水
不
良
に
陥
る
ほ
か
、
交
通
の
不
便
を
も
伴
い
農
業
経
営
上
著
し
く
不
利
な
土
地
と
な
る
。 

以
上
の
諸
欠
点
を
考
慮
し
た
結
果
、
工
費
も
安
い
背
割
堤
案
を
最
善
の
案
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ 

 

る
。 

五 

 



六 

イ 

現
堤
補
強
で
小
貝
川
の
破
堤
等
は
防
ぎ
得
る
が
、
利
根
川
本
川
か
ら
の
逆
流
に
よ
る
悪
影
響
は
在
来
の
ま
ま
で
あ 

る
か
ら
、
小
貝
川
沿
岸
の
排
水
は
相
変
ら
ず
不
良
で
あ
る
。 

七 

背
割
堤
案
に
よ
る
小
貝
川
合
流
点
附
替
え
工
事
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

比
較
し
た
場
合
の
富
永
案
の
短
所
に
つ
い
て
、
そ
の
一
事
例
と
し
て
農
地
の
潰
れ
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
に
過
ぎ
な
い 

の
で
あ
つ
て
、
そ
の
他
前
号
に
述
べ
た
よ
う
な
諸
短
所
を
あ
わ
せ
総
合
的
に
比
較
検
討
し
て
背
割
堤
案
に
決
定
し
た
も
の 

で
あ
る
。 

ロ 

現
堤
補
強
案
に
よ
る
所
要
工
費
は
約
二
十
二
億
円
程
度
を
要
す
る
も
の
と
認
め
る
。 

護 

岸 

延 

長 
 

 
 

 

約 

一
八
、
〇
〇
〇
米 

工
事
施
行
延
長 
 

 
 

 

約 
 

九
、
〇
〇
〇
米 

築 

堤 

土 

量 
 

 
 

 

約 

三
二
〇
万
立
方
米 

掘 

削 

土 

量 
 

 
 

 

約 

一
二
六
万
立
方
米 

六 

 



工 

事 

用 

地 

附 

帯 

工 

事 
計 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

約 

一
、
三
九
〇
反 

そ 
 

の 
 

他 
 

 
 

 

約 
 

 

一
九
〇
反 

田 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

約 
 

 
五
九
〇
反 

畑 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

約 
 

 

三
九
〇
反 

道
路
附
替
延
長 

 
 

 
 

約 
 

 

二
〇
〇
米 

宅 
 

 
 

地 
 

 
 

 
約 

 
 

二
二
〇
反 

水
路
附
替
延
長 

 
 

 
 

約 

二
、
〇
〇
〇
米 

橋 

梁 

新 
設 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
ヶ
所 

家 

屋 

移 

転 
 

 
 

 

約 
 

 

二
七
〇
戸 

七 

 



 

八 

以
上 

所
要
工
事
費
見
込
額 

約 
 

一
、
三
九
二
、
〇
〇
〇
千
円 

八 

小
貝
川
合
流
点
附
替
え
工
事
の
た
め
犠
牲
と
な
る
関
係
者
に
対
し
て
は
、
代
替
地
の
提
供
並
び
に
損
失
補
償
等
に
つ 

 

き
、
国
と
し
て
あ
た
う
限
り
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
茨
城
県
及
び
本
工
事
の
施
行
に
よ
る
受
益
町
村
等
の
協
力
を 

得
て
万
全
の
措
置
を
講
じ
た
い
と
考
え
、
す
で
に
布
川
町
地
内
移
転
家
屋
の
移
転
先
の
造
成
計
画
、
受
益
町
村
の
援
助
対 

策
等
に
つ
い
て
逐
次
具
体
案
を
取
り
ま
と
め
つ
つ
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

 




